
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

望
ま
し
い
食
生
活
や
正
し
い

知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
国
は
、「
食

育
基
本
法
」
の
制
定
や
「
食
育

推
進
基
本
計
画
」
の
策
定
を
行

い
、
県
も
「
第
二
次
千
葉
県
食
育
推

進
計
画
」
を
策
定
し
、
食
育
を
県
民

運
動
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、国
の
食
育
基
本
法
に
基
づ

き
、「
野
田
市
食
育
推
進
計
画
」を
野

田
市
保
健
医
療
問
題
審
議
会（
金
本

秀
之
会
長
）に
諮
問
し
ま
し
た
。パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
と
審
議
を
経

て
昨
年　

月
に
答
申
が
行
わ
れ
、計
画

10

期
間
を
平
成　

年
か
ら
５
年
間
と
す

27

る
計
画
を　

月
に
策
定
し
ま
し
た
。

12

　

計
画
は
、
市
民
一
人
一
人
が
正
し

い
「
食
」
へ
の
知
識
を
身
に
着
け
、

「
食
」
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
健
康
に
生
活
し
て
い
た

だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を「
の
」「
だ
」

「
し
」
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
親
し

み
や
す
い
基
本
目
標
の
も
と
、
施
策

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
食
」
の
大
切
さ
へ
の
意
識
が
希
薄

に
な
り
、栄
養
の
偏
り
や
肥
満
、生
活

習
慣
病
の
増
加
の
ほ
か
、安
全
性
へ
の

不
安
や
食
文
化
の
喪
失
な
ど
さ
ま
ざ
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「
食
」
は
健
康
の
基
礎
で
あ
り
、

生
き
る
力
の
源
と
な
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
生
活
水
準
が
向

上
し
食
生
活
が
豊
か
に
な
る
一
方
、

２
’１６

　

市
は
、国
の
食
育
基
本
法
に
基
づ
き
、「
野
田
市
食
育
推

進
計
画
」を
野
田
市
保
健
医
療
問
題
審
議
会
へ
諮
問
し
ま

し
た
。パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
経
て
昨
年　

月
に

10

答
申
が
行
わ
れ
、　

月
に
５
年
間
に
わ
た
る
同
計
画
を
策

12

定
し
ま
し
た
。「
の
」「
だ
」「
し
」を
頭
文
字
と
し
た
３
つ
の

基
本
目
標
に
沿
い
、特
産
物
を
活
か
し
た
食
育
や
地
産
地

消
、食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

黒酢米などの特産物を学校給食に導黒酢米などの特産物を学校給食に導入入

　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言

の　 農 産物や特産物を活かした食育を行い、
のう

地産地消を推進します
　玄米黒酢農法での水稲栽培の推進やブラ
ンド農産物の普及拡大、地場産大豆や枝豆
の加工研究、黒酢米の学校給食活用

だ　 誰 もがいつまでも健康で心豊かな生活
だれ

が送れるよう「食」を通じた健康づくり施
策を推進します
　乳幼児期の両親学級・離乳食講習会から、
大人向けの講座までライフステージに合わ
せた食育の推進

し 「 食 」の大切さや食文化を次世代へ継承
しょく

し、心身ともに健全な子どもたちを育成し
ます
　保育所や幼稚園、学校での野菜栽培や農
業体験、給食を活用した食文化の伝承とバ
ランスのとれた食事の提供

食育推進計画の３つの基本目標と施策

特
産
物
の
活
用
や 

地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み

　

市
に
は
、
全
国
有
数
の
出
荷
量
を

誇
る
枝
豆
の
ほ
か
、ほ
う
れ
ん
草
や
春

菊
、特
別
栽
培
米
の
黒
酢
米
な
ど
多
く

の
特
産
物
を
活
か
し
た
豊
か
な
食
文

化
や
郷
土
料
理
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
こ
れ
ら
の
「
食
」
を

活
用
し
、
地
域
や
家
庭
、
生
産
者
、

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
の
教
育
機

関
な
ど
の
「
食
」
に
関
わ
る
関
係
者

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い

食
育
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
機
関
で
の
協
働
や
地
域
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５ 

１
１
８
８　

－

“
食
“
食
””をを
通
し
た
人
・
ま
ち
づ
く

通
し
た
人
・
ま
ち
づ
く
りり

野
田
市
食
育
推
進
計

　
 　
 
野
田
市
食
育
推
進
計
画画
をを
策
定
策
定



ほ
か
の
入
居
者
と
交
流
で
き
る
空
間 

（
共
同
生
活
室
）が
あ
る
、
③
家
族
が

周
囲
に
気
兼
ね
な
く
訪
問
で
き
る
、

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◆
入
所
対
象
者
と
申
込
み

　

入
所
で
き
る
方
は
、原
則
と
し
て
、

要
介
護
３
か
ら
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
で
す
。

※
要
介
護
１
や
２
で
も
、
や
む
を
得
な

い
事
情
の
場
合
は
入
所
で
き
ま
す

　

申
込
み
後
、
指
針
に
基
づ
き
、
施

設
で
入
所
順
を
判
定
し
決
定
し
ま
す

の
で
、
詳
細
は
「
い
き
い
き
タ
ウ
ン

の
だ
」
開
設
準
備
室
☎　
（　

）１
５

048
432

０
０
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
支
援
課　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
は
、
所
定
の
用
紙
か

任
意
の
書
式
を
直
接
持
参（
上
・
醤
を

除
く
）
す
る
か
、
閲
覧
場
所
の
意
見

２
つ
の
計
画
の
素
案
に
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

文
書
は
、担
当
課
窓
口
や
市
役
所
・

い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
、
各
公
民
館
、
各
図
書
館
、
市

 　
  「「
い
き
い
き
タ
ウ
ン
の
だ

い
き
い
き
タ
ウ
ン
の
だ
」」がが

４

　
　
　
　
　
　
　
　
 
４
月月
にに
開
設
開
設

　

社
会
福
祉
法
人
ぱ
る
が
市
と
県
の

整
備
費
の
助
成
を
受
け
て
建
設
を
進

め
て
い
る
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
い
き
い
き
タ
ウ
ン
の
だ
」（
中
根　

）
193

グ
ル
ー
プ
と
し
て
生
活
す
る
ユ
ニ
ッ

ト
型
の
介
護
施
設
で
、
少
人
数
の
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
ケ
ア
が
行
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
確
保
さ
れ
る
、
②
個
室
の
近
く
に

　

野
田
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、

家
庭
で
の
３
日
分
以
上
の
備
蓄
と

市
の
行
政
備
蓄
を
進
め
る
ほ
か
、

流
通
事
業
者
と
の
協
定
で
食
料
や

飲
料
水
、
生
活
必
需
品
な
ど
を
確

保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
は
、
全
国
に
物
流

拠
点
を
持
つ
株
式
会
社
セ
ブ
ン 

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
、物
資
の

供
給
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協

定
は
、
昨
年

３
月
に
結
ん

だ
地
域
住
民

の
日
常
業
務 －

で
の
見
守
り
の
協
定
に
続
き
、
同

社
か
ら
協
力
の
申
し
出
が
あ
っ
た

も
の
で
す
。

　

同
社
は
、
市
の
要
請
に
よ
り
災

害
発
生
時
に
食
料
品
や
日
用
品
な

ど
の
供
給
可
能
な
物
資
を
、
全
国

の
物
流
倉
庫
か
ら
市
指
定
の
避
難

場
所
や
被
災
者
に
届
け
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
物
資
と
運
搬
費
用
を
災

害
発
生
時
の
単
価
で
負
担
し
、
同

社
が
物
資
を
運
搬
・
供
給
す
る
際

の
車
両
と
、
店
舗
再
開
時
の
車
両

を
緊
急
車
両
と
し
て
通
行
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課

■施設の位置図

許

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

投
函
箱
に
投
函
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
提
出
す
る
ほ
か
、フ
ァ
ク
ス
、

郵
送
（
最
終
日
の
消
印
有
効
）
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
、
案
件
名
と
素
案

に
対
す
る
意
見
、
住
所
・
氏
名
か
、

法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
、
所

在
地
・
団
体
名
・
代
表
者
氏
名
を
明

記
し
、
〒　
 

８
５
５
０
野
田
市
役

278

所
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

－

耐
震
改
修
促
進
計
画

 
の
改
定
と

   
国
保
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス

 

計
画
の
素
案
に
ご
意
見見
をを

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

伺
い
、
計
画
や
条
例
に
反
映
さ
せ
る

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る

■募集案件

案
件
名

野
田
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

の
改
定
の
素
案

野
田
市
国
民
健
康
保
険
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
素
案
）

募
集
期
間

３
月
１
日
火
ま
で

３
月
１
日
火
ま
で

担
当
課

都
市
計
画
課 
建
築
指
導

担
当

思
７
１
２
２
・
１
５
５
8

国
保
年
金
課

思
７
１
２
３
・
１
０
８
７

 
食
料
品
や
日
用
品
な

ど

　
　
　

災
害
時
の
供
給
協
定
を
締
結

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
や
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、
個

人
情
報
を
除
き
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

各
図
書
館
が
臨
時
休
館

　

興
風
・
南
・
北
・
せ
き
や
ど
図
書

館
は
、
蔵
書
点
検
と
シ
ス
テ
ム
点
検

の
た
め
、
２
月　

日
月
か
ら　

日
土

15

20

ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

南
・
北
図
書
館
は
、
平
日
の
８
時

　

分
か
ら　

時　

分
は
同
コ
ミ
ュ
ニ

30

17

15

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
の
南
・
北
出
張
所

で
、
文
書
の
閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
意
見
の
投
函
が
で
き
ま
す
。

１１月月２２００日に締日に締結結

特
別
養

特
別
養
護護

老
人
ホ
ー

老
人
ホ
ー
ムム

が
、
２
月

末
に
完
成

し
、
４
月

１
日
に
開

設
し
ま
す
。

　

全
室
個

室
で　

人
10

を
１
つ
の

建設中のいきいきタウン建設中のいきいきタウンののだだ



日
常
生
活
で
の
心
が
け
で

　
　
さ
ら
な
る

 

防
火
へ
の
取
り
組
み
を

停電時
の利用

利用区分所有者
または
管理者

井戸の所在地地区 生活
雑用水

飲用
可能

○※尾崎７６６川間

○※山崎１３４８－４南部

○○宗教法人　長命寺上花輪１３５８中央

敬称略。地区の区分は、野田市統計書「大字別世帯数及び人口」
に基づきます。※は非公表

　

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３
月

１
日
火
か
ら
７
日
月
ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
春

一
番
の
よ
う
な
強
い
風
も
吹
く
た
め
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
と
い
え
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、

て
も
ら
お
う
と
、
２
月　

日
土　

時

27

13

　

分
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー・

30ノ
ア
店
で
、
啓
発
品
の
配
布
や
消
防

音
楽
隊
の
演
奏
な
ど
を
行
う
街
頭
防

火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
運
動
初
日
の
３

月
１
日
火
７
時
に
、
消
防
署
の
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４ 

０
１
１
４

－

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」

距

放火・放火の疑い
12件

たばこ11件その他13件

不明12件

たきび８件
火遊び２件 枯れ草焼き３件

放火・放火の疑い
12件

たばこ11件その他13件

不明12件

たき火８件
火遊び２件 枯れ草焼き３件

■平成２７年原因別出火件数

会場では子ども向けの放水体験も

　

市
は
、
大
規
模
災
害
や
水
質
事
故

な
ど
で
水
道
水
の
供
給
が
停
止
し
た

場
合
に
備
え
、
市
の
応
急
給
水
を
補

う
た
め
、「
災
害
時
協
力
井
戸
」
の
登

録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
報　

月　

日
号
で
お
知
ら
せ
し

11

15

地
を
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
ま

い
の
近
く
に
井
戸
が
あ
る
か
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
有
者
の
申
し
出
に
よ
り

所
有
者
名
や
管
理
者
名
を
公
表
し
な

た
後
に
新
た
に
３
件
を
追
加
登
録
し

て
、
１
月　

日
現
在
、
登
録
件
数
は

20

　

件
に
な
り
ま
し
た
。

300
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
登
録
井

戸
の
所
在
地
一
覧
と
地
図
上
に
所
在

　

新
た
に
登
録
に
協
力
い
た
だ
け
る

場
合
に
は
、
無
料
の
水
質
検
査
（
初

回
の
み
）
の
ほ
か
、
停
電
時
に
も
登

録
さ
れ
た
井
戸
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
手
動
ポ
ン
プ
の
設
置
や
発
電
機
購

入
の
助
成
も
、
引
き
続
き
行
っ
て
い

ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
防
災
安
全
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課

い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
所
在
地
の

入
口
に
は
標
識
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
す
る
際
に
は
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
断
水
時
の
み
所
有
者
の
厚
意
で
提

供
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
所
有
者
の

指
示
に
従
う
／
所
有
者
の
被
災
状
況

に
よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

／「
飲
用
可
能
」な
井
戸
も
利
用
者
の

責
任
で
利
用
す
る

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

■新たに登録された井戸（１０月３１日～１月２０日登録分）

災災
害害
時
協
力
井
戸
の

　
            
登
録
件
数
が　

件
に

300

「
火
の
用
心
」を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
の
市
内
の
火
災
発
生
件

27

数
は　

件
で
、
前
年
に
比
べ　

件
減

61

14

少
し
、
前
年
比
で
は
建
物
火
災
が　
17

件
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
前
年
に
引
き
続
き
火
災
原

因
の
上
位
は
、
放
火
・
放
火
の
疑
い

が　

件
、
た
ば
こ
が　

件
の
ほ
か
、

12

11

た
き
火
が
８
件
で
す
。

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を

　

放
火
を
予
防
す
る
に
は
、「
放
火
さ

れ
な
い
、
放
火
さ
せ
な
い
、
放
火
さ

れ
て
も
被
害
を
大
き
く
さ
せ
な
い
」

こ
と
が
基
本
で
す
。
家
の
周
り
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
、
夜
間

は
建
物
の
周
囲
や
駐
車
場
を
照
明
で

明
る
く
す
る
、
空
き
家
や
物
置
に
は

鍵
を
か
け
る
、
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の

カ
バ
ー
は
燃
え
に
く
い
も
の
を
使
う

な
ど
の
対
策
が
効
果
的
で
す
。

た
ば
こ
火
災
に
注
意
を

　

た
ば
こ
の
温
度
は
約　

度
あ
り
、

700

火
種
が
残
っ
た
ま
ま
の
た
ば
こ
を
ご

み
箱
に
捨
て
る
こ
と
や
、寝
た
ば
こ
、

屋
外
な
ど
で
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
が
火

災
に
つ
な
が
る
原
因
の
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

寝
た
ば
こ
や
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に

し
な
い
、灰
皿
に
水
を
張
る
、就
寝
前・

外
出
前
は
確
実
に
た
ば
こ
の
火
を
消

す
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
月　

日
に
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２７

　

皆
さ
ん
に
防
火
へ
の
意
識
を
高
め



鋸

　

毎
年
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て

は
、
引
っ
越
し
や
転
勤
な
ど
で
、
市

役
所
本
庁
舎
の
市
民
課
窓
口
が
大
変

（ 

）夜
間
と
日
曜
日
も

    
本
庁
舎
市
民
課
窓
口
の
利
用
を

　
　

～
住
民
票
な
ど
の
交
付
は
お
近
く
の
支
所
や
出
張
所
で
も
～

火
曜

木
曜

３月・４月は
窓口が混雑

混
雑
し
て
、
お
待
ち
い
た
だ
く
時
間

が
長
く
な
る
こ
と
が
多
く
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

（
抄
本
）や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
転
居
、
他
市
や
他
機

関
へ
の
照
会
が
必
要
と
な
る
転
入
や

転
出
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
な

ど
、
取
り
扱
え
な
い
業
務
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

一
部
の
公
民
館
や
郵
便
局
で　
　

も

 

住
民
票
な
ど
を
交
付

　

関
宿
・
二
川
・
木
間
ケ
瀬
の
各
公

民
館
で
は
、
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
８
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で

30

17

15

（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
祝
日
の
翌

日
を
除
く
）、
ま
た
、
川
間
・
福
田
・

野
田
目
吹
・
野
田
清
水
・
野
田
イ
オ

ン
の
各
郵
便
局
で
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
９
時
か
ら　

時
ま
で
、

16

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
全
部
事
項

証
明（
謄
本
）・
個
人
事
項
証
明
（
抄

本
）、印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
転
入
や
転
出
、
転
居
な
ど

の
届
出
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
市
民

課
以
外
に
、
関
宿
支
所
や
北
・
中
央
・

南
の
各
出
張
所
で
も
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
本
庁
舎
の
市
民
課
よ
り

混
雑
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
課

　

市
で
は
、
共
働
き
の
世
帯
の
増
加

や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
に
合
わ

せ
、
本
庁
舎
の
市
民
課
窓
口
業
務
を

平
日
の
火
曜
日
と
木
曜
日
は　

時
ま

20

で
延
長
す
る
と
と
も
に
、
日
曜
日
も

８
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で
開
設

30

17

15

し
て
い
ま
す
。

　

日
曜
日
と
火
・
木
曜
日
の
時
間
延

長
時
の
業
務
は
、
住
民
票
の
写
し
だ

け
で
な
く
、
戸
籍
・
除
籍
の
全
部
事

項
証
明（
謄
本
）・
個
人
事
項
証
明
書

川間・福田・野田目吹・野田清水・
野田イオンの各郵便局関宿・二川・木間ケ瀬の各公民館施設名と取扱時間

（祝日・年末年始を
除く）

　業　務　名
月～金
９時～１６時

火～金
８時３０分～１７時１５分

（月が祝日の場合は祝日の翌日を除く）
○

申請者及び申請者と同一世帯のみ○住民票の写しの交付

○
申請者と同一戸籍のみ

○
申請者と同一戸籍のみ戸籍謄抄本の交付

○
申請者のみ○印鑑登録証明書の交付

■公民館や郵便局の取扱業務一覧

■施設別の市民課取扱業務一覧
北出張所
中央出張所
南出張所

関宿支所市民課
施設名と取扱時間
（祝日・年末年始を除く）

　　業　　務　　名

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金・日
８時３０分～　　
　　１７時１５分

（火・木は２０時まで）

住民票の写しの交付、住民票記載事項証明
書の交付、戸籍・除籍の全部事項証明書（謄
本）・個人事項証明（抄本）の交付、戸籍の附
票の写しの交付、印鑑登録証明書の交付、
印鑑登録証（カード）の交付や印鑑登録証亡
失届、廃止の受付、届出受理証明の交付、身
分証明書の交付、届書記載事項証明の交付、
死体・死胎・改葬遺骨埋火葬許可証の発行、
火葬場・式場等使用の受付と許可証の発行
年金の証明（生存の確認等）、住所証明
（軽自動車）、不在住・不在籍証明、改
葬許可証明、無料証明（合併に関する
住居表示・区画表示変更）、無料証明
（出産一時金申請の証明）

諸
証
明
の
交
付

取り扱って
いません　

月～金
８時３０分～
１７時１５分

自動車の臨時運行許可証の発行等

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金
８時３０分～
１７時１５分

月～金・日
８時３０分～１７時１５分
（火・木１７時１５分～
２０時は受付のみ）

出生・死亡・婚姻・離婚・養子縁組・転籍
など戸籍に関する届出

月～金
８時３０分～　　
　　１７時１５分

住民異動届（転入・転居・転出・世帯変更等）
の受付、住民票の写しの広域交付（住民基
本台帳ネットワークシステム）

取り扱って
いません　

月～金
８時４５分～
１６時３０分

月～金
８時４５分～　　
　　１６時３０分

個人番号カードの交付

取り扱って
いません　

月～金
８時３０分～　　
　　１７時１５分

住民票の一部の写しの閲覧、住民基本台帳
事務における支援措置申出の受付、特別永
住者証明書の交付、公的個人認証に関する
電子証明書の交付



漁

費
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職

員
の
給
与
、
民
間
企
業
従
業
員
の
給

与
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
決

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
田
市
職
員
の
給
与
は
、
こ
の
趣

旨
に
基
づ
い
て
、
国
家
公
務
員
給
与

の
人
事
院
勧
告
や
他
の
地
方
公
共
団

体
の
職
員
の
給
与
な
ど
を
考
慮
し
て
、

市
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
田
市
職
員
の
給
与
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
役
所
３
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

◆
給
与
の
状
況

○
給
与
の
し
く
み

　

地
方
公
務
員
の
給
与
は
、
地
方
公

務
員
法
に
よ
り
、
一
般
家
庭
の
生
計

平
成　

年
度

２７

　

市
職
員
の
給
与
を
公
表

○給与の内容

毎月決まっ
て支給され
るもの

扶 養 手 当

地 域 手 当

通 勤 手 当

管理職手当給 与

勤務の実績
に応じて支給
されるもの

時間外勤務手当

特殊勤務手当

そ の 他

臨時に支給
されるもの

期末・勤勉手当

退 職 手 当

職務の種類と内容に応じて給料表に
定める額

○
人
件
費（　

年
度
普
通
会
計
決
算
）

２６

○
職
員
給
与
費（　

年
度
普
通
会
計
決
算
）

２６

　１５５,９００人住民基本台帳人口 
（H２７.１.１）

４９,５６６,８９９千円歳 出 額
（A）

１,５４４,２９４千円実 質 収 支

８,４７７,３３４千円人 件 費
（B）

１７.１%人件費比率
（B/A）

９５９人職員数（A）

３,９１８,１４０千円給　料給　
　

与　
　

費

８３５,７９３千円職員手当

１,４７３,８９９千円期末・勤勉手当

６,２２７,８３２千円計（B）

６,４９４千円１人当たり給与費 
（B/A）

（
注
）職
員
手
当
に
は
退
職
手
当
を
含
み
ま

せ
ん
。

　

職
員
数
は
、　

年
４
月
１
日
現
在
の
人

２６

数
で
す
。

（
注
）人
件
費
と
は
、
職
員
に
支
給
さ
れ
た

給
与
、
退
職
手
当
、
共
済
組
合
事
業
主
負

担
金
、
公
務
災
害
補
償
基
金
負
担
金
、
特

別
職
に
支
給
さ
れ
た
給
料
な
ど
の
総
額
を

い
い
ま
す
。
な
お
、　

年
度
の
人
件
費
比

２５

率
は
、　

・
９
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

１７

　

普
通
会
計
と
は
、
水
道
、
下
水
道
、
介

護
保
険
事
業
な
ど
の
独
立
採
算
制
を
原
則

と
す
る
会
計
以
外
の
会
計
を
い
い
ま
す
。

　

実
質
収
支
と
は
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
と
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

控
除
し
た
額
を
い
い
ま
す
。

○
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家

公
務
員
の
給
与
水
準（
地
域
手
当
を
除

く
）を　

と
し
た
場
合
の
、地
方
公
務

１００

員
の
給
与
水
準
を
示
し
た
も
の
で
す
。

（
注
）国
家
公
務
員
減
額
前
は
、国
家
公
務

員
給
与
の
時
限
的
減
額
措
置
が
無
い
場
合

の
値
で
、こ
の
減
額
措
置
は　

年
度
末
で

２５

終
了
し
ま
し
た
。

　

地
域
手
当
と
は
、民
間
給
与
の
高
い
地

域
に
勤
務
す
る
職
員
に
適
用
さ
れ
る
も
の

で
、支
給
率
は
国
が
３
パ
ー
セ
ン
ト
～　
２０

パ
ー
セ
ン
ト
の
７
段
階
に
定
め
て
い
ま
す

（
野
田
市
・
流
山
市
＝　

年
度
ま
で
３
パ
ー

２６

セ
ン
ト
、　

年
度
よ
り
４
パ
ー
セ
ン
ト
、

２７

柏
市
＝
６
パ
ー
セ
ン
ト
）。

　

各
自
治
体
に
お
け
る
国
家
公
務
員
の
給

与
水
準
と
の
比
較
は
、地
域
手
当
補
正
後

の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
比
較
す
る
こ
と

で
、正
確
な
給
与
水
準
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

２７　年　度２６　年　度２５　年　度２４　年　度区　　　　　分
１００.７１００.７１０９.１１０９.０野　　田　　市
１００.７－１００.７－１０９.１１００.８１０９.０１００.７地域手当補正後国家公務員減額前

１０１.８１０１.８１１０.１１０９.８柏　　市
１０１.８－１０１.８－１１０.６１０１.７１１０.８１０１.４地域手当補正後国家公務員減額前

１０１.１１００.０１０７.８１０８.８流　　山　　市
１０４.０－１０３.９－１１２.０９９．６１１４.１１００.５地域手当補正後国家公務員減額前

１００.５１０１.３１０９.７１１０.５千　　葉　　県
９９.６－１００.６－１０９.０１０１.４１０９.８１０２.２地域手当補正後国家公務員減額前

○
初
任
給

　
　

年
４
月
１
日
現
在
、
学
校
卒
業

27
後
直
ち
に
採
用
さ
れ
た
場
合
の
初
任

給
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

国千葉県野田市区　分

Ⅱ種 
１７４,２００円

Ⅰ種 
１８１,２００円１８２,８００円１８０,８００円大学卒

一 般
行政職

１４２,１００円１４８,２００円１４９,２００円高校卒

１４５,８００円１４８,７００円高校卒
技 能
労務職

１３３,０００円１３４,８００円中学卒

（
注
）技
能
労
務
職
の
初
任
給
は
、
職
種
に

よ
り
異
な
る
た
め
、
全
て
の
職
種
の
平
均

値
で
す
。

給 料

住 居 手 当

扶養親族のある職員に支給

民間賃金、物価などが高い地域に勤
務する職員に支給
借家などに居住し、家賃を支払って
いる職員または自宅に居住し、世帯
主である職員に支給
電車・バス・乗用車などにより通勤
する職員に支給
管理または監督の地位にある職員に
支給

通常の勤務時間を超えて勤務したと
きに支給

夜間勤務手当・休日勤務手当など

民間企業のボーナスに相当する手当

職員が退職したときに支給する一時金

危険・不快・不健康・困難などの著し
く特殊な勤務に従事したときに支給

○
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

　

①
一
般
行
政
職
の
給
料
表
を
、
国

の
見
直
し
内
容
を
踏
ま
え
、平
均
３
・

　

パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
（
激
減
緩

32和
措
置
あ
り
）。②
地
域
手
当
は
、
国

基
準
４
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
野
田

市
も
４
パ
ー
セ
ン
ト
を
支
給
。
い
ず

れ
も　

年
４
月
１
日
よ
り
実
施
し
て

27

い
ま
す
。



禦

○
経
験
年
数
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額

　
　

年
４
月
１
日
現
在
、
職
員
の
経

27
験
年
数
別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額

の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　分

３５３,６５４円３０５,４４４円２６１,２６７円大学卒

一般行政職

３０２,５４０円２５０,９００円２２０,０００円高校卒

平均給与月額 
（国ベース）平均給与月額 平均給料月額平均年齢区　　分

３８９,０００円４４６,３９５円３４５,５６４円４４.０歳野田市
一 
般 
行 
政 
職

―４１６,３９３円３２６,５７３円４２.３歳千葉県

４０８,９９６円―３３４,２８３円４３.５歳国

３７３,４４９円４２４,４４９円３２１,４３２円４１.７歳柏市

３８８,０５９円４６４,７６４円３３１,５６７円４２.８歳流山市

○
職
種
別
の
平
均
年
齢
・
平
均
給
料
月
額
・
平
均
給
与
月
額（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２７

（
注
）平
均
給
料
月
額
と
は
、　

年
４
月
１
日
現
在
の
各
職
種
ご
と
の
職
員
の
基
本
給
の
平
均

２７

で
、平
均
給
与
月
額
と
は
、給
料
月
額
と
毎
月
支
払
わ
れ
る
扶
養
手
当
、地
域
手
当
、住
居
手
当
、

時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の
す
べ
て
の
諸
手
当
の
額
を
合
計
し
た
も
の
で
、
地
方
公
務
員
給
与

実
態
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
均
給
与
月
額（
国
ベ
ー
ス
）は
、
国
家
公
務
員
の
平
均
給
与
月
額
に
は
時
間
外
勤

務
手
当
や
特
殊
勤
務
手
当
な
ど
の
手
当
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
野
田
市
と
の
比
較

の
た
め
国
家
公
務
員
と
同
じ
ベ
ー
ス
で
再
計
算
し
た
も
の
で
す
。

○
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数

　
　

年
４
月
１
日
現
在
、
一
般
行
政

27
職
の
級
別
職
員
数
の
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

計

８級７級６級５級４級３級２級１級区　分

局長
部長

次長
参事

課長
主幹

課長補佐
副主幹

係長
主査

主任主事
主任技師

主事
技師

主事補
技師補

標 準 的 な
職 務 内 容

５５７人１３人１６人５１人６６人９５人２２３人６４人２９人職　員　数

１００.０％２.３％２.９％９.２％１１.８％１７.１％４０.０％１１.５％５.２％構　成　比

１００.０％２.１％３.４％８.２％１２.０％１７.０％４０.９％１１.４％５.０％1年前の構成比参　

考 １００.０％１.９％４.６％９.０％１２.２％１６.９％４９.１％２.２％４.１％5年前の構成比

（
注
）野
田
市
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表

の
級
区
分
に
よ
る
職
員
数
で
す
。

　

標
準
的
な
職
務
内
容
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
級
に
該
当
す
る
代
表
的
な
職
務
で
す
。

◆
職
員
に
支
給
す
る
主
な
手
当

国県野田市区分
１人当たり平均支給額
（２６年度）　　　１,５０６千円期

末
手
当
・
勤
勉
手
当

（２６年度支給割合）
　　  野田市と同じ

（２６年度支給割合）
　　  野田市と同じ

（２６年度支給割合）　
　　期末手当　　２.６０月分
　　勤勉手当　　１.５０月分

（加算措置の状況）
　職制上の段階・職務の級な 
　どによる加算措置
　　役職加算＝５％～２０％
　管理職加算＝１０％～２５％

（加算措置の状況）
　職制上の段階・職務の級な
　どによる加算措置
　　　役職加算＝５％～２０％
　　管理職加算＝１５％・２５％

（加算措置の状況）
　職制上の段階・職務の級な
　どによる加算措置
　　　役職加算＝５％～２０％

平均給与月額 
（国ベース）平均給与月額 平均給料月額職員数平均年齢区　　分

３９３,２３５円４２６,４８２円３５９,１６３円６０人５２.５歳野田市

技 
能 
労 
務 
職

４０７,３６３円４５２,６３６円３６９,０８７円３１人５２.９歳清掃職員

３４９,０４０円３５６,５８４円３３１,２８６円７人５０.５歳用務員

３８５,０３１円４３１,９４６円３４４,７２２円９人５０.２歳自動車運転手

３８９,０２３円３９７,９７０円３６０,５０８円１３人５４.３歳その他

―３７７,５８６円３２１,３７３円―５２.８歳千葉県

３２８,３１８円―２８９,１４１円２,９９４人５０.２歳国

３７１,５８４円３９９,８０２円３３３,９８８円１６８人５３.１歳柏市

３８８,０５９円３６３,１４５円３０７,９６５円９９人４９.３歳流山市

○
昇
給
へ
の
勤
務
成
績
の
反
映

　
　

年
度
は
未
実
施
で
す
。

26

（
参
考
）勤
勉
手
当
へ
の
勤
務
成
績
の

反
映（
一
般
行
政
職
）　

試
行
中
の
た

め
、
５
級
～
８
級
の
職
員
で
勤
務
成

績
が
特
に
優
秀
な
者
（
各
級
の
３
割

程
度
）
の
み
、
成
績
率
を
加
算
し
て

い
ま
す
。

（
注
）技
能
労
務
職
は
該
当
者
な
し
で
す
。



魚

野田市支給実績
（２６年度決算）国野田市区分

・支給実績
 １２８,５０７千円

・支給職員１人当た
りの平均支給年額

２４４,３１１円

野田市と同じ

・配偶者  １３,０００円
・配偶者以外　
　　　 １人６,５００円
(１６歳～２２歳までの子
　１人５,０００円加算)

扶
養
手
当

・支給実績　
７２,９０１千円

・支給職員１人当た
りの平均支給年額

１１８,７３１円

・借家の場合
　　野田市と同じ

・自宅の場合
　　　　なし

・借家の場合（家賃
１２,０００円を超える場
合に限る）家賃の額
に応じて２７,０００円を
限度に支給
・自宅の場合　６,０００円

住
居
手
当

・支給実績
６９,４６６千円

・支給職員１人当た
りの平均支給年額

７８,８６０円

・交通機関を利用の
場合　　　　
　　野田市と同じ

・乗用車などを使用
する場合　使用距離
に応じて２,０００円～
３１,６００円を支給

・交通機関を利用の
場合　６か月定期券
などの価額による一
括支給、１月当たり
５５,０００円まで全額支給
・乗用車などを使用
する場合　使用距離
に応じて２,５００円～
３１,６００円を支給

通
勤
手
当

・支給実績 
１１０,１９９千円

・支給職員１人当た
　りの平均支給年額

５６２,２４５円

・管理または監督の地
位にある職員に支給

職員の級や区分に応じ
て４６,３００円～１３９,３００円
を支給

・管理または監督の地
位にある職員に支給

職員の級や区分に応じ
て３４,８００円～８８,０００円
を支給

管
理
職
手
当

１３１,７５０千円 
（２６年度決算）支給実績地　

域　

手　

当
（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２７

１２８,５３７円 
（２６年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

野田市
（市内全域）支給対象地域

４％支 給 率

1,０２５人支給対象職員数

４％国の制度

２３,５６１千円支給実績（２６年度決算）

特　
　

殊　
　

勤　
　

務　
　

手　
　

当　

（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２７

７３,３９９円支給職員１人当たり平均支給年額（２６年度決算）

３１.３％職員全体に占める手当支給職員の割合（２６年度）

１４手当の種類（手当数）
主な支給対象職員
及び支給単価主な支給対象業務手当の名称

課税課、収税課に勤務する職員
月額４,０００円

市税の賦課及び収税事務を本
務として従事

税務手当 左記の業務に従事した職員
日額２５０円

上記以外の職員で、臨時に市
税の徴収事務に従事

こぶし園に勤務し、心身障が
い児・者の訓練指導を本務と
し、当該勤務に従事した職員

月額４,０００円

障害児通所支援事業又は障害
福祉サービス事業に従事（規則
で定めるもの）

社会福祉
業務手当

査察指導員
月額４,５００円

福祉事務所に勤務する職員で
査察指導に従事

社会福祉主事
月額４,０００円

福祉事務所又は地域包括支援
センターに勤務する職員で現
業に従事

高齢者福祉課に勤務するホ
ームヘルパー

月額５,０００円

高齢者福祉課に勤務する職員
のうちホームヘルプサービス
に従事（規則で定めるもの）

清掃第一課、清掃第二課に勤務
し、左記の業務に従事した職員

日額５００円
ごみ、し尿の収集処理に従事清掃業務

手　　当

補修事務所に勤務し、左記の業
務に従事した職員　日額５００円

道路、水路、下水などの補修に
従事

土木補修
手　　当

２７５,５９６千円支給実績
２５年度
（決算）

時　

間　

外　

勤　

務　

手　

当

３４１千円職員１人当たり 
の平均支給年額

２７７,９７４千円支給実績
２６年度
（決算）

３３５千円職員１人当たり 
の平均支給年額

○
特
別
職
の
報
酬
な
ど

　
　

年
４
月
１
日
現
在
の
特
別
職
の
報
酬
な
ど
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

27給　料　月　額　な　ど区 　　　分

流山市柏　市野田市

給　料 ９２３,７００円９５５,０００円９７２,０００円市　長

７９７,６００円７８５,０００円８３１,０００円副市長

５４６,２５０円６６３,０００円５４７,０００円議　長

報　酬 ４８６,６５０円５９３,０００円４９２,０００円副議長

４５６,９００円５７３,０００円４５０,０００円議　員

４.０５月分　４.００月分　４.１０月分　市　長

期末手当

４.０５月分　４.００月分　４.１０月分　副市長

３.９０月分　４.００月分　４.１０月分　議　長

３.９０月分　４.００月分　４.１０月分　副議長

３.９０月分　４.００月分　４.１０月分　議　員

（支給時期）（１期の手当額）（算定方式）

退職時２０,９９５千円給料月額×
在職月数×０.４５市　長退職手当

（野田市）
退職時  ９,９７２千円給料月額×

在職月数×０.２５副市長

国野田市区分

野田市と同じ

（支給率）　
・勤続２０年　　自己都合…２０.４４５月分　　勧奨・定年…２５.５５６２５月分
・勤続２５年　　自己都合…２９.１４５月分　　勧奨・定年…３４.５８２５月分
・勤続３５年　　自己都合…４１.３２５月分　　勧奨・定年…４９.５９月分
・最高限度額　　自己都合…４９.５９月分　　　勧奨・定年…４９.５９月分

退
職
手
当（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２７

・定年前早期退職特例措置
　　　　　２%～４５%加算

・定年前早期退職特例措置
　　　　　2%～２０%加算

その他の加算措置

・自己都合        ６,２２１千円
・勧奨・定年　 ２２,８５８千円

１人当たり平均支給額

（
注
）退
職
手
当
の
１
人
当
た
り
平
均
支

給
額
は
、　

年
度
に
退
職
し
た
職
員
に

２６

支
給
し
た
平
均
額
で
す
。

（
注
）退
職
手
当
の「
１
期
の
手
当
額
」は
、
４
月
１
日
現
在
の
給
料
月
額
と
支
給
率
に
基

づ
き
、１
期（
４
年
＝　

月
）勤
め
た
場
合
に
お
け
る
退
職
手
当
の
見
込
額
で
す
。

４８

　

現
市
長
の　

年
７
月
４
日
か
ら　

年
７
月
３
日
ま
で
の
任
期
に
お
け
る
退
職
手
当
は
、

２４

２８

野
田
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
不
支
給
と
し
て
い
ま
す
。
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充
給
電
設
備
、
⑤
太
陽
熱
利
用
シ
ス

テ
ム

※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
方
や
、
申
請
書

提
出
前
に
工
事
着
手
し
た
方
な
ど
は
、

補
助
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

【
補
助
金
額
】
①
は
出
力
１
キ
ロ
ワ

ッ
ト
あ
た
り
２
万
円（
上
限
７
万
円
）、

②
③
は　

万
円
、
④
⑤
は
５
万
円

10

【
申
請
受
付
期
限
】
２
月　

日
月

29

※
受
付
は
先
着
順
で
、
申
請
総
額
が
予

算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
環
境
保
全
課

　

市
は
、
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
を
導
入
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
設
備
を
市
内
で
自
己

居
住
用
の
住
宅
に
新
た
に
設
置
す
る

か
、
設
置
さ
れ
た
住
宅
を
建
築
・
購

入
す
る
方
で
、
３
月　

日
木
ま
で
に

31

実
績
報
告
書
の
報
告
が
で
き
る
方
＝

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
②
家
庭

用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
）、③
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
池
シ
ス
テ
ム
、
④
電
気
自
動
車
等

住
宅
用
省
エ
ネ
補
助
金
受　
　

付

 
は
２
月　

日
ま
で

２９

　

市
営
自
転
車
等
駐
車
場（
駐
輪
場
）

の
平
成　

年
度
分
定
期
使
用
の
事
前

28

受
付
を
、
２
月　

日
木
ま
で
、
各
自

25

転
車
等
駐
車
場
の
管
理
人
事
務
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
受
付
期
間
中
に
募
集
定
数
を

上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ち

ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
利
用
し
て
い
る
方
も
使
用

許
可
の
期
間
は
３
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
利
用
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
改
め
て
の
申
し
込

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
時
利
用
を
す
る
方
は
、

今
回
の
定
期
使
用
の
申
し
込
み
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
許
可
期
間
】
平
成　

年
４
月
１
日

28

金
～　

年
３
月　

日
金

29

31

【
申
込
台
数
】１
人
１
台（
野
田
市
駅

自
転
車
等
駐
車
場
は
第
１
、第
２
の
い

ず
れ
か
。重
複
申
し
込
み
は
無
効
）

【
申
込
期
間
】
２
月　

日
木
ま
で
の

25

各
自
転
車
等
駐
車
場
の
開
所
時
間

【
申
込
場
所
】
利
用
を
希
望
す
る
自

転
車
等
駐
車
場
の
管
理
人
事
務
所
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ち
ば
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
申
し
込
み

【
公
開
抽
選
日
時
・
場
所
】３
月
４
日

金　

時
か
ら
市
役
所
２
階
中
会
議
室
２

19
【
結
果
の
公
表
】
３
月　

日
木
正
午

10

か
ら
各
自
転
車
等
駐
車
場
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
当
選
者
の
受
付
番
号（
電

子
申
請
申
込
み
の
場
合
は
到
達
番
号
）

を
掲
載

※
電
子
申
請
に
よ
る
申
込
者
へ
の
電
子

メ
ー
ル
で
の
当
落
結
果
は
通
知
し
ま
せ

ん
の
で
、
各
自
転
車
等
駐
車
場
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

【
本
申
請
手
続
】
当
選
し
た
方
は
、

３
月　

日
木
正
午
～　

日
火
に
各
自

10

22

転
車
等
駐
車
場
で
定
期
使
用
の
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

亨

●野田市駅市営第１・第２／川間駅南口市営第１
１,０２０円一般

自転車
定期   ５１０円学生

２,５７０円原動機付自転車
  １００円１回

自転車
一時
使用

１,０００円１１枚つづり回数券
  １５０円１回原動機付

自転車 １,５００円１１枚つづり回数券
●梅郷駅東口市営

１,５４０円地下1階・1階・2階一
般

自転車
定期

１,０２０円３階（屋根なし）
１,５４０円１階

学
生 １,０２０円地下1階・2階

  ５１０円３階（屋根なし）
２,５７０円原動機付自転車（屋外）
  １５０円１回

自転車
一時
使用

１,５００円１１枚つづり回数券
  １５０円１回原動機付自

転車（屋外） １,５００円１１枚つづり回数券

■自転車等駐車場の使用料 （定期：月額）

※いずれも原動機付自転車は５０cc以下です
※野田市駅市営第１と川間駅南口市営第１で
　は、原動機付自転車は駐車できません
※使用料は、消費税８パーセントでの税込み
　です

認
知
症
の
正
し
い
理
解
を

　

市
は
、認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
よ

る
認
知
症
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
、高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人

が
認
知
症
、
ま
た
は
そ
の
予
備
群

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も

な
る
可
能
性
が
あ
る
認
知
症
の
正

し
い
理
解
や
接
し
方
を
学
び
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
３
月　

日
金　

25

15

時
～　

時
・
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

16

【
定
員
】
先
着　

人
80

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
２
月　

日
18

木
か
ら
介
護
保
険
課
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

準
備
が
整
い
次
第
、
は
が
き
で
交

付
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

住
所
が
野
田
地
域
の
方
は
市
役
所

市
民
課
で
、
関
宿
地
域
の
方
は
関
宿

支
所
で
交
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
課
、
市
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
７
１
６
８ 

０
６
７
８

（
平
日
９
時　

分
～　

時
）、制
度
の

30

17

こ
と
は
国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
日

本
語
対
応
☎
０
１
２
０
（　

） 
０  
１ 
マ 

イ

95

 
７  
８ （
平
日
９
時　

分
～　

時
、
土
・

ナ
ン 
バ
ー

30

22

日
・
轄祝
 

9
時　

分
～　

時　

分
）・
外

30

17

30

国
語
対
応
☎
０
１
２
０（ 
０  
１  
７  
８ 
）

マ 

イ 
ナ
ン 
バ
ー

２
６（
平
日
９
時　

分
～　

時
、
土
・

30

20

日
・
轄祝
 

9
時　

分
～　

時　

分
）

30

17

30
－

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
は
、

昨
年　

月
ま
で
に
簡
易
書
留
で
配
達

11

を
終
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
５
日
時
点
で
市
内
に
住

10

所
が
あ
り
、
ま
だ
通
知
カ
ー
ド
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、
市
に
返
送

さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
民
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
無
料
で
交
付

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
公
的
な
身

分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
す
。

　

本
人
の
希
望
に
よ
り
無
料
で
交
付

し
ま
す
の
で
、
通
知
カ
ー
ド
と
と
も

に
送
付
し
た「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
」を
、同
封
の
返
信
用
封
筒
で

通
知
カ
ー
ド
が
届
か
な
い
方
は
市
民
課
へ

平成２８年

市
営
駐
輪
場
の
定
期
使
用

    
事
前
受
付
は
２
月　

日
まま　
　

でで

 
２５
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現
在
、市
内
に
は　
か
所
の
市
民
農

10

園
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、空
き
が
あ
れ

ば
利
用
申
込
み
で
き
ま
す
。空
き
区
画

の
あ
る
農
園
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

農
園
の
年
間
利
用
料
金
は
、
１
区

画（　

平
方
メ
ー
ト
ル
）５
千
円
で
す
。

30

　

１
人
２
区
画
ま
で
で
、
農
家
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
野
菜
や
草
花
の
栽

培
が
で
き
る
た
め
、
初
め
て
の
方
で

も
安
心
し
て
楽
し
め
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
直
接
各

農
園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
農
地
の
所
有
者
で
、
市
民

農
園
の
開
設
を
希
望
す
る
方
は
農
政

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
農
政
課

市
民
農
園
で
野
菜
づ
く
り
と
収
穫
体
験

市
内
４
図
書
館
で

　
　
　

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
中

　

市
は
、
市
内
４
図
書
館
の
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
事
業

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
と
は
、
図

書
館
に
置
い
て
い
る
雑
誌
の
購
入
代

金
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

雑
誌
の
最
新
号
の
カ
バ
ー
の
表
面
に

会
社
名
を
、
裏
面
に
は
広
告
を
表
示

し
て
閲
覧
者
に
宣
伝
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
、
平
成　

年　

月
に
導

24

10

入
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
４
事
業
者
か
ら
応
募
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

分
野
を
選
ん
で
宣
伝
が
可
能

　

図
書
館
で
購
入
し
て
い
る
雑
誌
は

幅
広
い
分
野
に
渡
っ
て
約　

誌
あ
る

500

こ
と
か
ら
、
分
野
を
選
ん
で
広
告
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

応
募
は
年
間
を
通
じ
て
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
事

業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
各

図
書
館
で
配
布
の
募
集
要
項
を
ご
覧

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
興
風
図
書
館

☎
７
１
２
３ 

７
６
１
１

－

監
査
結
果

【
種
類
・
期
間
】住
民
監
査
請
求
・

平
成　

年　

月　

日
～　

月　

日

27

10

30

12

28

【
対
象
部
局
】
企
画
財
政
部
、
会

計
管
理
者
、
野
田
市
議
会

【
監
査
対
象
】
平
成　

年　

月
か

26

12

ら　

年
１
月
ま
で
に
支
出
し
た
市

27
長
交
際
費
及
び
議
長
交
際
費
の
う

ち
、
請
求
人
が
指
摘
す
る
支
出
が

「
違
法
・
不
当
な
公
金
の
支
出
」

と
な
る
か

【
監
査
の
結
果
】
請
求
人
の
主
張

に
は
理
由
が
な
い
も
の
と
認
め
、

棄
却
す
る

【
監
査
委
員
】
染
谷
肇
、
新
井
栄

子
、
野
口
義
雄

※
住
民
監
査
請
求
は
、市
民
が
市
長
な

ど
の
執
行
機
関
や
職
員
に
よ
る
公
金
の

支
出
、財
産
の
管
理
、契
約
の
締
結
な

ど
の
財
務
会
計
上
の
行
為
が
、違
法
又

は
不
当
と
認
め
る
と
き
に
、監
査
委
員
に

対
し
監
査
を
求
め
、必
要
な
措
置
を
請
求

す
る
も
の
で
す

※
全
文
は
、
市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ

ー
ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

市
は
、市
内
の
産
業
や
行
政
機
能
、

観
光
の
名
所
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、「
公
共
施
設
等
見
学
会
」
を

３
月　

日
木
９
時
か
ら　

時　

分
ま

17

15

40

で
の
予
定
で
開
催
し
ま
す
。

【
集
合
場
所
・
時
間
】
市
役
所
＝
９

時　

分
、
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
＝
９
時

30
【
見
学
場
所
】
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
も
の

知
り
し
ょ
う
ゆ
館
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
鶴
寿
園
、こ
う
の
と
り
の
里
、

野
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

※
状
況
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す

【
定
員
】　

人（
抽
選
）

30

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
３
月
１
日
火

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員

（
１
枚
で
２
人
ま
で
）の
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
集
合
場
所
、
市

報
へ
の
意
見
を
明
記
し
、
〒　
 

８

278

５
５
０
野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課

「
公
共
施
設
等
見
学
会
」
係
へ

－

ク
ラ
ス
別

【
申
込
方
法
】３

月
４
日
鞘
ま
で

に
電
話
で
、
柔

道
の
部
は
山
本

☎
７
１
３
８ 

１
３
２
４
、
剣

道
の
部
は
大
竹
☎　
 

２
４
７
７ 

090

８
６
１
６
へ

【
問
合
せ
】
青
少
年
課

－

－

－

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
な
げ
よ

う
と
、市
は
、「
青
少
年
柔
剣
道
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
４
月　

日
日
９
時

17

　

分
か
ら
・
総
合
公
園
体
育
館

30【
参
加
資
格
】
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
か
、
野
田
柔
道
会
・
野
田
市
剣

道
連
盟
会
員
で
、
３
月　

日
現
在
で

31

小
学
生
以
上　

歳
以
下
の
方

30

【
試
合
形
式
】
柔
道
と
剣
道
と
も
に

青
少
年
柔
剣
道
大
会
へ
参
加
を

享

■募集中の市民農園

名　

称

キ
ャ
ロ
ッ
ト
農
園

近
藤
農
園

四
季
彩
の
里
農
園

杉
の
子
農
園

高
林
農
園

ふ
る
さ
と
農
園

又
兵
衛
農
園

所
在
地

五
木　
２７０

目
吹　
３０１

東
金
野
井　

ほ
か

５６０

岩
名
１
０
０
１ 

１
－

関
宿
台
町
２
０
５
５

岩
名　
８５０

谷
津　
２５４

申
込
先

〒　
 

０
０
５
４
五
木　

２７８

２９１

小
暮
勝
治
☎
７
１
２
３ 

２
２
３
９

－

－

〒　
 

０
０
０
１
目
吹　

２７８

３４４

近
藤 
理 
☎
７
１
２
４ 

３
６
８
９

お
さ
む
－

－

〒　
 

０
２
３
６
東
金
野
井　

２７８

５５７

金
子
武
人
☎　
 

５
５
３
０ 

２
８
２
６

０８０

－

－

－

〒　
 

０
０
５
５
岩
名
１
０
０
４

２７８
須
田
政
治
☎
７
１
２
２ 

１
６
９
６

－

－

〒　
 

０
２
０
２
関
宿
台
町　
 

３

２７０

３６１

高
林
幸
雄
☎
７
１
９
６ 

１
４
１
３

－

－

－

〒　
 

０
０
５
５
岩
名　

２７８

８５５

須
田
清
☎
７
１
２
４ 

３
９
１
０

－

－

〒　
 

０
０
４
６
谷
津　
 

２

２７８

２５５

横
川
み
つ
子
☎　
 

４
１
２
４ 

４
４
５
１

０９０

－

－

－

－

バ
ス
で
市
内
の
名
所
を
巡
る

　
　
　
　
　
　
　

公
共
施
設
等
見
学
会

稽古の成果を存分に発稽古の成果を存分に発揮揮



よ
る
講
座
。
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
２
回
以
上
出
席
で
き
る
方
。　
20

人（
抽
選
）。　

円
。
②
寺
子
屋
講
座

500

「
日
光
道
中
栗
橋
宿
と
関
所
」
…
３

月
６
日
醤　

時　

分
～　

時　

分
。

13

30

15

30

巻
島
千
明
氏
（
久
喜
市
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
学
芸
員
）
に
よ
る
講

座
。
先
着　

人
。　

円
。
申
込
み
は

20

500

①
は
２
月　

日
水
ま
で
、
②
は
２
月

24

　

日
土
か
ら 

野
田
文
化
広
場
☎
７

20１
２
４ 

６
８
５
１
へ

◆
は
じ
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス　

３
月

５
日
～　

日
の
土　

時
～　

時
関
宿

19

15

17

複
合
セ
ン
タ
ー
で
。
全
３
回
。
体
験

レ
ッ
ス
ン
。
女
性
。
先
着　

人
。
千

10

　

円
。
申
込
み
は
２
月　

日
土
か
ら

500

20

野
澤
☎
７
１
９
６ 

３
８
１
２
へ

◆
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
（
自
殺
対

策
研
修
）　

３
月
８
日
火　

時
～　

14

16

時
野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
野
田
保

健
所
）で
。悩
ん
で
い
る
人
へ
の
声
か

け
や
傾
聴
の
仕
方
、自
殺
対
策
の
基
礎

知
識
を
学
ぶ
。先
着　

人
。申
込
み
は

20

２
月　

日
月
～
３
月
４
日
鞘
に
同
セ

22

ン
タ
ー
☎
７
１
２
４ 

８
１
５
５
へ

◆
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
土
地
と
災

害
～
自
然
災
害
と
地
図
の
役
割　

３

月　

日
木　

時　

分
～　

時
興
風
図

10

13

30

15

書
館
で
。
国
土
地
理
院
技
術
専
門
員

に
よ
る
講
座
。
先
着　

人
。
申
込
み

30

は
２
月　

日
水
か
ら
電
話
か
直
接
同

24

館
☎
７
１
２
３ 

７
６
１
１
へ

－

－

－

－

イ
ベ
ン
ト

◆
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会　

２

月　

日
土　

時　

分
～
正
午
南
コ
ミ

20

10

30

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。国
内
外
の
昔
話
。

中
学
生
以
上
。
当
日
会
場
へ
。
問
南

図
書
館
☎
７
１
２
５ 

７
９
８
１

◆
興
風
図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
市　

２

月　

日
土　

時
～　

時
。
不
要
と
な

20

13

15

っ
た
雑
誌
や
図
書
を
提
供
。
持
ち
帰

り
用
袋
持
参
。
問
同
館
☎
７
１
２
３

 

７
６
１
１

◆
清
水
公
園
探
鳥
会　

２
月　

日
日

21

９
時
清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。　

時
12

　

分
解
散
。
小
学
生
以
上
（
小
学
生

30は
保
護
者
同
伴
）。　

円
。
双
眼
鏡
な

200

ど
の
観
察
用
具
、
筆
記
用
具
持
参
。

当
日
会
場
へ
。
問
田
中
☎
７
１
２
３

 

２
８
１
３（　

時
以
降
）

18

◆
懐
か
し
い
映
画
を
楽
し
む
集
い　

２
月　

日
日　

時　

分
～　

時　

分

21

13

30

15

30

野
田
公
民
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。

司
馬
遼
太
郎
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

の
「
街
道
を
ゆ
く
」
第
１
回
を
上
映
。

先
着　

人
。
当
日
会
場
へ
。
問
佐
々

65

木
☎
７
１
２
９ 

２
４
３
８

◆
東
葛
ぶ
ら
り
ス
ケ
ッ
チ
画
会
員
作

品
展　

２
月　

日
火
～
３
月
６
日
日

23

９
時
～　

時
（
初
日
は　

時
か
ら
、

17

13

最
終
日
は　

時
ま
で
）
さ
わ
や
か
ち

16

ば
県
民
プ
ラ
ザ（
柏
市
）で
。　

点
。

160

問
鈴
木
☎
７
１
５
２ 

１
１
７
８

－

－－

－

－

（
親
子
で
参
加
可
）。ラ
ケ
ッ
ト
持
参
。

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
元
日
本
代
表

小
磯
典
子
氏
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
教

室
…
３
月　

日
～
４
月
１
日
の
金　

11

17

時　

分
～　

時
。
全
４
回
。
小
・
中
学

30

19

生
。４
千　

円（
１
回
千　

円
）。い
ず

800

350

れ
も
申
込
み
は
電
話
か
往
復
は
が
き

（
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・

☎
を
明
記
・
１
家
族
１
通
）で
、〒　
270

 

０
２
２
５
平
井　

関
宿
総
合
公
園

401

体
育
館
☎
７
１
９
８ 

８
５
０
０
へ

◆
悩
む
時
が
親
育
ち　

３
月
５
日
土

松
戸
友
の
家（
柏
市
）で
。
育
児
に
関

わ
る
方
へ
の
子
育
て
講
演
会
。
午
前

の
部
＝　

時
～　

時　

分
、
先
着　

10

11

30

180

人
。
託
児　

円
（
１
歳
以
上
・
要
予

100

約
）。午
後
の
部
＝　
時
～　

時　

分
、

13

14

30

先
着　

人
。　

円
。
申
込
み
は
２
月

150

500

　

日
土
～
３
月
４
日
金
に
松
川
☎
・

20思
７
１
３
８ 

１
９
４
６
へ

◆
市
民
会
館
で
講
座　

①
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
連
続
講
座
「
日
常
生
活
の

ス
ト
レ
ス
と
ど
う
向
き
合
う
か
～
暮

ら
し
の
中
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
…

３
月
５
日
土
、　

日
土
、　

日
醤　

19

27

13

時
～　

時
。
全
３
回
。
坂
巻
美
和
子

16

氏
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
に

－

－

－

◆
子
ど
も
美
術
展　

２
月　

日
水
～

24

３
月
１
日
火
９
時
～　

時
野
田
公
民

21

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）、

３
月
３
日
木
～
８
日
火
９
時
～　

時
21

中
央
公
民
館
で
。
市
内
小
中
学
生
の

「
子
ど
も
県
展
」

準
特
選
以
上
の

作
品
を
展
示
。

問
中
央
公
民
館

☎
７
１
２
４ 

１
５
５
８

◆
野
田
市
音
楽
を
楽
し
む
会
定
期
コ

ン
サ
ー
ト　

２
月　

日
土　

時　

分

27

13

30

～　

時　

分
興
風
会
館
で
。「
ビ
ク
タ

15

30

ー
物
語
」
な
ど
。
当
日
会
場
へ
。
問

瀬
戸
☎
７
１
９
６ 

４
６
０
５

◆
「
一
億
総
貧
困
社
会
」
を
考
え
る

集
い　

２
月　

日
土　

時　

分
～　

27

13

30

16

時
中
央
公
民
館
で
。「
老
人
漂
流
社

会
～
親
子
共
倒
れ
を
防
げ
」
の
視
聴

と
懇
談
。
当
日
会
場
へ
。
問
富
村
☎

７
１
２
５ 

４
１
５
３

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田　

２
月　

日
28

醤
総
合
福
祉
会
館
、
３
月
６
日
醤
関

宿
中
央
公
民
館
で
。
い
ず
れ
も
９
時

　

分
～
正
午
。
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の

30修
理
。
部
品
代
は
実
費
負
担
。
当
日

会
場
受
付
。
問
小
菅
☎
７
１
２
４ 

１
６
４
７

◆
童
謡
の
会　

２
月　

日
日　

時　

28

13

30

分
～　

時　

分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

15

30

ス
ホ
ー
ル
で
。「 
早 そう 
春 
し
ゅ
ん 
賦 
」な
ど
春
を

ふ

－

－

－

－

講
座
・
講
演
会

◆
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

関
す
る
講
演
会　

２
月　

日
火　

時

23

14

～　

時　

分
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ

15

30

ン
タ
ー
で
。「
イ
マ
ド
キ
家
族
の
建
前

と
本
音
～
子
育
て
社
員
を
活
か
す
職

場
と
は
？
」。先
着　

人
。申
込
み
は
事

50

前
に
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
へ

◆
習
字
ク
ラ
ブ　

２
月　

日
、
３
月

25

３
日
、　

日
、　

日
の
木
と
３
月
２

10

24

日
、　

日
、　

日
の
水　

時
～　

時
、

16

30

17

18

２
月　

日
、
３
月
６
日
、　

日
、　

28

13

20

日
の
日
９
時
～　

時
中
央
公
民
館
で
。

10

各
回
先
着
５
人
。
各
回
千
円
。
申
込

み
は
２
月　

日
土
か
ら
鈴
木
☎　
 

20

090

４
４
３
９ 

４
８
０
３
へ

◆
運
河
塾
「
利
根
運
河
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
」　

２
月　

日
土

27

　

時　

分
～　

時　

分
流
山
市
立
森

13

30

16

30

の
図
書
館
で
。
先
着　

人
。　

円
。

80

300

当
日
会
場
へ
。
問
柳
沢
☎
７
１
２
４

 

９
１
４
５

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
各
種
教

室　

①
こ
ど
も
卓
球
体
験
教
室
…
２

月　

日
～
３
月　

日
の
土　

時
～　

27

26

14

16

時
。
全
５
回
。
未
就
学
児
～
小
学
生 －

－

－

７８点を展７８点を展示示

京



次
）　

①
地
域
活
動
学
部　

人
、②
地

85

域
活
動
学
部　

人
、
③
造
形
学
部
・

37

園
芸
コ
ー
ス　

人
。
①
は
東
葛
飾
学

30

園（
流
山
市
）、②
③
は
東
葛
飾
学
園

浅
間
台
教
室（
松
戸
市
）、い
ず
れ
も
県

内
在
住
の
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

36

生
ま
れ
の
方
。申
込
み
は
２
月　

日
鉦

29

ま
で
に
高
齢
者
支
援
課
で
配
布
す
る

願
書
を
同
校
☎　
（　

）４
７
０
５
へ

043
266

◆
学
童
保
育
所
の
指
導
員　

月
～
金

は　

時　

分
～　

時
、土
曜
授
業
日

13

30

19

は　

時
～　

時　

分
、学
校
休
業
日

11

18

30

は
８
時
～　

時　

分
の
間
の
８
時
間
。

18

30

任
用
期
間
は
原
則
４
月
１
日
か
ら
平

成　

年
３
月　

日
。問
児
童
家
庭
課

29

31

◆
学
童
指
導
員
代
替　

鉦
～
上
の
８

時
～　

時　

分
の
う
ち
指
定
さ
れ
た

18

30

時
間
。
資
格
不
問
。
時
給
千　

円
。

110

問
児
童
家
庭
課

の
使
い
方
や
読
み
聞
か
せ
方
な
ど
。

１
歳
～
５
歳
の
幼
児
と
保
護
者
。
先

着　

組
。申
込
み
は
２
月　

日
醤
～
３

10

21

月
４
日
金
に
電
話
か
直
接
せ
き
や
ど

図
書
館
☎
７
１
９
８ 

４
９
４
６
へ

◆
野
田
市
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
仕

出
し
屋
」
発
表
会　

３
月
５
日
土　
13

時
～　

時
中
央
公
民
館
で
。
落
語
や

17

楽
器
演
奏
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー
な

ど
の
発
表
。先
着　

組
。当
日
会
場
へ
。

60

問
鎌
田
☎
７
１
２
５ 

５
６
６
２

◆
認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
徘
徊
～

マ
マ
リ
ン　

歳
の
夏
」
上
映
会　

３

８７

月
５
日
土　

時　

分
～　

時　

分
千

13

30

15

50

葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
我
孫
子

市
）
で
。
先
着　

人
。
申
込
み
は
事

300

前
に
電
話
か
直
接
同
プ
ラ
ザ
☎
７
１

６
５ 

２
８
８
６
へ

◆
髙
野
バ
レ
エ
研
究
所
シ
ル
フ
ィ
ー

－－

－

ド
バ
レ
エ　

周
年
記
念
公
演
「
白
鳥

２０

の
湖
（
全
幕
）」　

３
月
５
日
土　

時
14

～　

時
文
化
会
館
で
。
王
子
役
に
キ

17
ム
・
ボ
ヨ
ン
氏
。
当
日
会
場
へ
。
問

髙
野
☎
７
１
９
８ 

１
７
７
６

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い　

３
月

６
日
醤　

時　

分
～　

時　

分
市
役

13

30

15

30

所
８
階
大
会
議
室
で
。
野
田
市
介
護

予
防
教
室
指
導
員
に
よ
る
元
気
長
寿

に
向
け
た
講
話
と
予
防
体
操
。
当
日

会
場
へ
。
問
齋
藤
☎
７
１
２
７ 

０

５
２
８

◆
ミ
ス
テ
リ
ー
ハ
イ
ク　

３
月　

日
25

金
９
時　

分
総
合
公
園
水
泳
場
前
広

15

場
集
合
。
正
午
解
散
。
友
だ
ち
と
問

題
を
解
き
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
。

小
学
４
年
生
～
６
年
生
。
水
筒
、
タ

オ
ル
持
参
。
申
込
み
は
３
月　

日
金

18

ま
で
に
直
接
子
ど
も
館
へ
。
問
関
宿

－

－

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

◎社会教育の振興に…諮プロジェクタース
クリーン１台＝野田ダンスサークル連盟会
長斉藤登美生様

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

子
ど
も
館
☎
７
１
９
８ 

３
４
５
６

募　

集

◆
献
血
に
ご
協
力
を　

２
月　

日
醤

21

　

時
～　

時
（　

時　

分
～　

時
を

10

16

11

45

13

除
く
）
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
野
田
七
光
台

店
で
。
全
血
の
み
。
当
日
会
場
へ
。

問
生
活
支
援
課

◆
親
子
サ
ー
ク
ル
の
会
員　

０
歳
児

は
鉦
、
１
歳
児
は
鍾
、
２
歳
児
は
鞘
、

３
歳
児
（
未
就
園
児
）
は
第
３
鞘
。

い
ず
れ
も
月
１
回　

時
～　

時　

分

10

11

30

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
。
工

作
や
親
子
遊
び
な
ど
。
０
～
２
歳
児

は
各　

組
（
抽
選
）、
３
歳
児
は　

組

30

15

（
抽
選
）。申
込
み
は
電
話
か
直
接
３

月
１
日
火
～
７
日
月
に
同
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
２
１ 

３
０
３
１
へ

◆
千
葉
県
生
涯
大
学
校
入
学
生（
�

－

－

待
つ
歌
。資
料
が
必
要
な
方
の
み　
800

円
。問
清
水
☎
７
１
２
２ 

３
９
５
１

◆
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

２
月　

日
28

醤　

時
～　

時　

分
欅
の
ホ
ー
ル
入

17

17

40

口
で
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の

演
奏
。
当
日
会
場
へ
。
問
野
田
公
民

館
☎
７
１
２
３ 

７
８
１
９

◆
春
で
す
！
親
子
で
楽
し
も
う　

２

月　

日
～
３
月　

日
の
月　

時　

分

29

14

10

30

～
正
午
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

全
３
回
。
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
、

ヨ
ガ
、
絵
本
の
読
み
方
・
選
び
方
な

ど
。
１
歳
～
２
歳
の
子
と
保
護
者
。

先
着　

組
。
申
込
み
は
２
月　

日
日

20

21

か
ら
電
話
か
直
接
北
図
書
館
☎
７
１

２
９ 

８
８
１
１
へ

◆
親
子
で
図
書
館
を
楽
し
も
う　

３

月
４
日
金　

時　

分
～　

時　

分
関

10

30

11

30

宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
図
書
館

－

－

－

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

●犯●罪●発●生●件●数
本年の発生件数：８８件　　　 　　前年比（－１３件）
空 き 巣 ７件（－２件）　忍び込み ２件（－１件）
ひったくり   ０件（－１件）　自動車盗２件（－９件）
自転車盗   １９件（＋１件）　車上狙い １５件（±０件）
そ の 他  ４３件（－１件）

野田警察署管内（平成２８年１月３１日現在の暫定件数）

●交●通（人身）●事●故
本年の発生件数：３８件     前年比 （－９件）
死亡者２人（＋１人）    負傷者４３人 （－２２人）
            野田警察署管内（平成２８年１月３１日現在の暫定件数）

●火 ●災 ●件 ●数
１月の発生件数：７件　  ２８年累計（７件）
建物火災４件（４件）　　林野火災０件（０件）
車両火災１件（１件）   そ　の　他２件（２件）

　市では、野菜くずや資源にできない紙
くずなど、市の清掃工場で燃やせるごみ
は「可燃ごみ」、プラスチックやビニー
ルなどの燃やせないごみは「不燃ごみ」
としています。
　いずれも、収集日の８時３０分までにご
み集積所へ出してください。
　なお、ごみを出す際には、市指定のご
み袋（可燃・不燃とも）に氏名（フルネ
ーム）を記入し、取っ手の中央にある部
分を口で縛り、袋の中身がはみ出さない
ように、さらに取っ手自体を使って、も
う一度口を縛ってください。
　ごみ袋の中身が適切に分別されてい
ないものや、ごみ袋の中身全体が完全に
覆われていて分別の状態が確認できない
などは、ごみ出しのルール違反となりま
す。ごみを出す前に今一度、「ごみの出
し方・資源の出し方」のパンフレットを
確認していただき、ごみ出しのルールを
守るようお願いします。

可燃ごみと不燃ごみ（その１）

供

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
提
供
会
員
の
募
集　

保
育
所
の
送
迎
や
学
童
保
育
所
の
お
迎
え
、
託
児
な
ど
の
子
育
て
の
手
伝
い
を
す
る
提
供
会
員
を
募
集
。
１
～
２
時
間
程
度
の

手
伝
い
が
中
心
。
①
月
～
金
６
時
～　

時
＝
１
時
間　

円
。
②
土
・
日
・
□祝
 

・
①
以
外
の
時
間
＝
１
時
間　

円
。
問
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６ 

５
０
５
０

２２

７００

９００

－



横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

海外で購入したバッグが
　偽ブランド品だった場合

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

先日、海外旅行に行っ
た際に、有名なブラン

ドのバッグが安かったので
購入したのですが、帰国し
た日本の税関で「これは偽ブ
ランドで模倣品です」と言わ
れ、品物も没収されてしまい
ました。偽物と知らずに購入
しても違法になるのですか。
有名ブランドのロゴマ
ークやデザインを模倣

した偽ブランドのバッグは、
商標権を侵害しているため、
関税法69条の11第1項9
号の規定により国内への持
ち込みが禁止されています。
　従って、偽物と知ってい

たかどうかに関わらず、税
関で没収・廃棄処分となり、
場合によっては懲役または
罰金といった処罰の対象と
なることもあります。
　こうした知的財産侵害物
品は、真正品を製造してい
る企業の利益を害するだけ
でなく、利用者の健康や安
全を脅かす危険性があるこ
とや、収益が犯罪組織やテ
ロ組織などの資金源となる
恐れがあります。極端に安
い商品は買わない、アフタ
ーサービスのしっかりした
店で買うなど、十分注意し
て本物を購入しましょう。

Ｑ

Ａ

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

市報のだ　第１２０６号　平成２８年２月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５５,２３１人／男＝７８,０４３人、女＝７７,１８８人／世帯数６５,２１７世帯 （Ｈ２８．２．１現在）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　３月の新規利用者講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　各ルームの利用には、初回のみ本講習会の受講
が必要です。
○トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・毎週月木土…１０時、１５時３０分～
　・６日日…１０時～、２０日日……１５時３０分～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・休館日（２２日火と７日、１４日、２８日の月）以外
　　　　　　　　　　　　　…１０時、１５時３０分～
○リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　・２日水、５日土、９日水
　　　　…１１時、１３時３０分、１７時、１９時３０分～
※いずれも対象は満１６歳以上。運動のできる服装・室内
　用運動靴・タオルを持参
※月額利用料：市民１,３９０円、市民以外２,０８５円

≪相談≫インターネットの口コミサイトで広
告があった「痩せるサプリメントの無料お試
し」に申し込んだ。届いたサプリメントを試
したが、何も効果がなかったのでそのままに
していた。１か月後、５千円の振込用紙とと
もにまたサプリメントが届いた。業者に電話
をしたら「期日までに断りの連絡がなかった
ので自動的に定期購入になった」と言われた。

≪アドバイス≫インターネットなどによる通
信販売では、無料・１回限りの購入と思って
申し込んでも、解約の手続きなどをしないと
定期的な購入になっている場合があります。
　通信販売で商品を購入する際は、広告や口
コミだけで判断せず、解約・返品のルールや
商品に同封された書類などを確認しましょう。

通信販売による商品の定期購入に注意を

中村 陸  人 くん
りく と

 （H２６.８.２生）
後平 恵  子 ちゃん

けい こ

 （H１８.７.２２生）
　

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

　

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を
５
月
に
控
え
、
七
光
台
に

あ
る
東
武
鉄
道
の
車
両
基
地
で
１
月　

日
、
県
警
察

26

や
東
武
鉄
道
、
野
田
市
消
防
本
部
か
ら　

人
ほ
ど
が

100

参
加
し
、
爆
発
物
テ
ロ

対
策
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

走
行
中
の
列
車
内
で

不
審
物
が
爆
発
し
た
と

の
想
定
で
、
負
傷
者
の

搬
出
救
護
や
搬
送
、
不

審
物
の
運
び
出
し
な
ど
、

各
機
関
で
動
き
や
連
携

な
ど
を
確
認
し
た
。

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を
控
え

　
　
　

爆
発
物
テ
ロ
対
策
訓
練

狭い列車の中で負傷者役の人を救出

　

生
物
多
様
性
の
取
り
組
み
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
コ

ウ
ノ
ト
リ
を 
凧 
に
し
て
大
空
へ
あ
げ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

た
こ

と
生
物
多
様
性
を
P
R
す
る「
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
届
け
！

凧
あ
げ
飴
野
田
」
を
1

月　

日
に
ス
ポ
ー
ツ
公

31
園
で
開
催
し
た
。

　

約　

人
の
子
ど
も
た

140

ち
が「
日
本
の
凧
の
会
」

会
員
の
指
導
で
作
っ
た

凧
を
一
斉
に
あ
げ
る
と
、

風
に
乗
っ
て
空
高
く
舞

い
上
が
っ
て
い
っ
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
凧“　

羽
”が

140

　
　
　
　

快
晴
の
大
空
を
乱
舞

親子で凧あげを楽しむ姿が



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
収
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要
な
方
】

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
国
民
健
康

保
険
税
、
保
育
所
保
育
料
な
ど
の
算
定

資
料
と
な
る
ほ
か
、
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
金
の
受
給
や
市
営
住
宅
入
居
申

請
な
ど
の
際
に
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
収
入
が
な
い
場
合
で
も
、
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

※
期
限
内
に
申
告
が
な
い
場
合
、
所
得
証

明
書
な
ど
が
必
要
な
時
に
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

【
必
要
書
類
】
確
定
申
告
の
必
要
書
類

と
同
じ
。
た
だ
し
、
振
込
口
座
の
分
か

る
も
の
は
不
要

◆
確
定
申
告
書
の
受
付

　

給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
を
し
て

い
な
い
方
や
、
年
金
収
入
の
み
の
方
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
な
ど
、
簡
易

な
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の
相
談
（　
27

年
分
の
み
）
は
、
市
主
催
の
申
告
相
談

会
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
株
式
・
土
地
・
建
物
な
ど
の

譲
渡
所
得
の
あ
る
方
、
雑
損
控
除
の
適

用
を
受
け
る
方
、
消
費
税
や
贈
与
税
・

相
続
税
に
該
当
す
る
方
、
申
告
内
容
が

複
雑
な
方
は
、
柏
税
務
署
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
（
記
載
済
み
申
告
書
の
受
け

付
け
は
可
。
た
だ
し
、
内
容
の
確
認
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
）。

【
問
合
せ
】
市
・
県
民
税
の
申
告
は
課
税

課
市
民
税
係
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告

は
柏
税
務
署
☎
７
１
４
６ 

２
３
２
１

―

所
得
税
が
創
設
さ
れ
た
た
め
、
平
成　
25

年
分
か
ら　

年
分
ま
で
の
確
定
申
告
で

49

は
、所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税（
以

下
「
所
得
税
等
」
と
い
う
）
と
し
て
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
も

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h  ttp://

       

w
w
w
.nta.go.j

 
 
 
         p  
）
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
れ
ば

税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
申
告
書

や
決
算
書
な
ど
を
ご
自
宅
で
作
成
で
き

ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷

（
白
黒
で
も
可
）
し
て
郵
送
で
も
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
公
的
年
金
等
に
係
る
確
定
申
告

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が　

万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金

400
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

　

万
円
以
下
の
場
合
、
所
得
税
等
の
確

20定
申
告
は
不
要
で
す
（
還
付
を
受
け
る

た
め
の
申
告
は
可
）。

　

な
お
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
が
必

要
な
い
場
合
で
も
、
市
・
県
民
税
の
控

除
を
追
加
す
る
場
合
な
ど
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

市
・
県
民
税
申
告
書
の
作
成
相
談
会

　

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
３
月　
15

日
鍾
ま
で
に
、
添
付
書
類
と
と
も
に
、

市
主
催
の
相
談
会
場
ま
た
は
市
役
所
課

　

平
成　

年
分
の
確
定
申
告
書
の
受
付

27

期
間
は
、
３
月　

日
鍾
ま
で
で
す
。

15

　

柏
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
作
成
会

場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
期
間
終
了
間

際
は
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
は
、
福
祉
、
教
育
、
道
路
や
公
共

施
設
の
整
備
な
ど
に
必
要
な
財
源
で
す

の
で
、
申
告
の
対
象
に
な
る
方
は
、
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
等
の
確
定
申
告
は
柏
税
務
署
へ

　

所
得
税
等
の
確
定
申
告
期
間
は
、
２

月　

日
鍾
か
ら
３
月　

日
鍾
ま
で
で
す
。

16

15

　

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
・
納
税
を
さ
れ

ま
す
と
加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
直
接
〒

　
 

８
５
２
２
柏
市
あ
け
ぼ
の
二
丁
目

277１
番　

号
柏
税
務
署
へ
送
付
し
て
く
だ

30

さ
い
。
控
え
が
必
要
な
方
は
、
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
に
切
手

を
貼
り
、
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
４
月
中
旬
ま
で

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

◆
２
月　

日
と　

日
の
日
は
受
付

２１

２８

　

柏
税
務
署
で
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日

―

は
業
務
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
２
月

　

日
と　

日
の
日
曜
日
に
限
り
、
所
得

21

28

税
等
・
贈
与
税
・
消
費
税
（
個
人
）
申

告
書
の
申
告
・
相
談
な
ど
の
受
付
を
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
国
税
の
領
収
、
電

話
相
談
、
納
税
証
明
書
の
発
行
な
ど
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】
給
与
・
公
的
年
金
の
源

泉
徴
収
票
の
原
本
、
報
酬
な
ど
の
支
払

調
書
の
原
本
、
生
命
保
険
料
・
地
震（
損

害
）保
険
料
の
控
除
証
明
書
の
原
本
、国

民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
な
ど
社
会
保
険
料

の
支
払
額
の
分
か
る
も
の
（　

年
中
に

27

納
付
し
た
分
）、国
民
年
金
保
険
料
の
控

除
証
明
書（
添
付
が
必
要
）か
領
収
証
書

の
原
本
、
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る

方
は
配
偶
者
の
所
得
が
分
か
る
書
類
、

医
療
費
の
領
収
書
の
原
本
（
合
計
金
額

を
事
前
に
計
算
）・
保
険
金
な
ど
で
医
療

費
の
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
場
合

は
そ
の
金
額
の
分
か
る
書
類
、
そ
の
ほ

か
収
入
金
額
や
必
要
経
費
、
控
除
金
額

の
分
か
る
書
類
、
還
付
金
の
振
込
口
座

の
分
か
る
も
の
、印
鑑
・
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン

◆
復
興
特
別
所
得
税
を
忘
れ
ず
に

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
施
策
に
必
要

な
財
源
の
確
保
を
目
的
に
、
復
興
特
別

税
課
へ
提
出
（
課
税
課
へ
は
郵
送
可
）

し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
提
出
す
る
方
で
、
控
え
が
必

要
な
方
は
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
た

返
信
用
封
筒
に
切
手
を
貼
り
、
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】
中
央
公
民
館
、
関
宿
コ
ミ
ュ

テ
イ
会
館
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）

【
日
程
】
２
月　

日
鍾
～
３
月　

日
鍾

16

15

（
上
・
醤
を
除
く
）
９
時
～
正
午
と　
13

時
～　

時　

分
（
混
雑
状
況
に
よ
り
午

15

30

前
中
に
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

※
中
央
公
民
館
で
は
、
２
月　

日
と　

日

２１

２８

の
醤
は
受
付
を
実
施
し
ま
す

【
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
】

　

１
月
１
日
現
在
、
野
田
市
に
住
所
が

あ
る
方
か
、
住
所
は
な
い
が
市
内
に
事

務
所
、
事
業
所
、
家
屋
敷
が
あ
る
方
は
、

次
に
該
当
す
る
場
合
な
ど
を
除
き
、市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
所
得
税
等
の
確
定
申
告
を
す
る
方

◎
給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か
ら
市
に

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

◎
公
的
年
金
収
入
だ
け
で
控
除
の
追
加

が
な
い
方

◎　

年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
次
の
金

27
額
以
下
の
方

①
扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
は　

万
５

31

千
円

②
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
は　

万
５
千

31

円
×（
扶
養
親
族
の
数
＋
１
）＋　

万
９

18

千
円

２
月　

日
か
ら
�
月　

日
ま
で
確
定
申
告

１６

１５

 
税
の
申
告
は
忘
れ
ず
お
早
め
に



３６２
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

在
宅
診
療
・
介
護
・
看
護

　

人
間
は
誰
で
も
平
等
に
年
を
取
り
、
最
期
を
迎
え

ま
す
。

　

一
昔
前
ま
で
は
、
最
期
は
病
院
や
施
設
で
迎
え
る

こ
と
が
一
般
的
で
し
た
が
、
最
近
は
自
宅
で
最
期
を

迎
え
る
と
い
う
選
択
肢
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

「
終
活
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
、
自
宅
の
畳
の

上
で
亡
く
な
り
た
い
と
希
望
す
る
方
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
自
宅
で
の
介
護
に
対
し
て
大
き

な
負
担
や
不
安
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
介
護
を
し
て
い
る
家
族
が
、
頑
張

り
過
ぎ
て
し
ま
い
、
介
護
疲
れ
な
ど
で
体
調
を
崩
し

て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
市
や
県
、
医
療
・
介
護
関
係
者
な
ど
が
知

恵
を
出
し
合
い
、
頑
張
ら
な
い
介
護
が
で
き
る
よ
う

に
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
診
療
を
始
め
、
介
護
保
険
に
お
け
る

訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）・
訪
問
看
護
・
居
宅
療

養
管
理
指
導
（
医
師
・
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど

が
訪
問
）
な
ど
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
き
ま

し
た
。

　

在
宅
で
の
介
護
に
お
困
り
で
あ
れ
ば
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
、
住
ん
で
い
る
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　　

（
S
・
S
）

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時（毎日）
怯休日急患歯科診療…９時～正午（休日のみ）

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
非
常
に
感
染
力
が
強
く
、

予
防
接
種
を
受
け
な
い
と
多
く
の
方
が
か
か
る
病
気

で
す
。　

度
を
超
え
る
高
熱
や
発
疹
が
主
な
症
状
で
、

39

重
症
化
す
る
と
肺
炎
や
脳
炎
を
合
併
し
、
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
風
し
ん
は
、「
三
日
は
し
か
」
と
も
呼
ば

れ
、発
熱
、発
疹
、リ
ン
パ
節
腫
脹
を
特
徴
と
し
ま
す
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
は
、

接
種
期
限
内
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
早
め

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、対
象
者
に
は
す
で
に
通
知
し
て
い
ま
す
が
、

紛
失
や
転
入
な
ど
の
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

【
対
象
者
】
１
期
…
１
歳
～
２
歳
未
満
の
子
／
２
期

…
平
成　

年
４
月
２
日
～　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

21

22

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
健
康
手
帳
（
な
い
方
は
当

日
に
発
行
）、
動
き
や
す
い
服
装

【
申
込
み
】
２
月　

日
障
か
ら
電
話
か
直
接
保
健
セ

18

ン
タ
ー
へ

ス
ト
レ
ス
軽
減
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

　

日
ご
ろ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
の
コ
ツ
を
知

り
、ス
ト
レ
ス
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
こ
う
と
、福

井 
嗣  
泰 
氏
（
臨
床
心
理
士
・
江
戸
川
大
学
特
任
教
授
）

つ
ぎ 
や
す

に
よ
る
「
い
い
お
付
き
合
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
～
人
間
付
き
合
い
の
ス
ト
レ
ス
軽

減
法
教
え
ま
す
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
３
月　

日
障　

時　

分
～　

時　

10

13

30

15

30

分
・
保
健
セ
ン
タ
ー

【
定
員
】
先
着　

人
100

【
申
込
み
】
２
月　

日
鞘
か
ら
電
話
か
直
接
保
健
セ

19

ン
タ
ー
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
、

骨
太
教
室
は
保
健
セ
ン
タ
ー

い
方
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
防
接
種
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
や
実
施
日
を
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

骨
太
教
室
で
健
康
管
理

　

骨
密
度
を
測
定
し
、
骨
密
度
の
向
上
に
必
要
な
運

動
や
食
事
を
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
指
導
す
る

「
骨
太
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

教
室
で
は
、“
寝
た
き
り
”
と
密
接
な
関
係
で
注
目

さ
れ
、
骨
や
筋
肉
・
関
節
な
ど
の
運
動
器
が
衰
え
て
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
指
す
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
講
話
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
者
に
は
食
事
診
断
（
カ
ル
シ
ウ
ム
量
）

も
行
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
３
月
７
日
鉦
９
時　

分
～　

時　

30

11

30

分
・
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
・
定
員
】　

歳
～　

歳
の
市
民
・
先
着　

人

40

64

20

麻
し
ん
・
風
し
ん
の

　
　

定
期
予
防
接
種
は
お
早
め
に

子
（
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
）

【
接
種
期
限
】
１
期
は
２
歳
の
誕
生
日
の
前
日
、
２

期
は　

年
３
月　

日

28

31

　

ま
た
、
定
期
予
防
接
種
の
対
象
外
の
方
で
も
、
希

望
者
は
医
療
機
関
で
、
有
料
で
接
種
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

入
園
・
入
学
前
に
予
防
接
種
を

　

入
園
や
入
学
を
４
月
に
控
え
、
今
年
も
３
月
１
日

鍾
～
３
月
７
日
鉦
を
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
と

し
て
、
通
常
の
診
療
時
間
に
予
防
接
種
が
受
け
に
く

い
方
を
対
象
に
、
休
日
も
予
防
接
種
や
相
談
を
行
い

ま
す
。

　

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・
ポ
リ
オ
や

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
な
ど
の
予
防
接
種
が
済
ん
で
な



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

中毒
１１０番

◯外
 

＝
外
科　

◯内
 

＝
内
科　

◯産
 

＝
産
婦
人
科

　（公財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒
などで起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒
１１０番（３６５日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５
日９時～２１時）＝☎０２９（８５２）９９９９

◎休日当番医の診療時間は、昼間＝９時～１６時、夜間＝１９時～２２時です。休日当番医の診療は、外科・産婦人科・内科（昼間）は各医療機関にて、
内科（夜間）は急病センターで行います。　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/kenko/shinryo/1000348.html）で確認を

野田健康福祉センタ
ー（野田保健所）の健
康に関する案内
※　HIV抗体（エイズ）検査は、

クラミジア、梅毒、Ｂ型・
Ｃ型肝炎の検査も同時に検
査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談栄養歯科乳幼児健診・

両親学級・予防接種

３
月

受付：
９時３０分～１１時３０分
　　 
※関宿保健センターは
９時３０分～１１時
　　

【離乳食講習会】
１３時３０分～１５時３０分

【栄養相談会】
１０時～１６時
（１２時～１３時除く）

【歯科の受付時間】
受付：１０時～１１時
　　  １３時～１４時

（健診は個人通知）
３歳児健康診査は３歳６か月で通知

５歳児健康診査は、幼稚園や保育
所などで健診を受ける機会のない
幼児（申込制）

両親学級の申し込みは電話で

受付：ＢＣＧ予防接種＝１３時１５分
～１３時４５分

会場：下記会場会場：下記会場会場：下記会場会場：下記会場
栄養相談会
（保健センター）

３歳児健康診査
（保健センター）火１

ＨＩＶ抗体（エイズ）検査１３時３０分～１４時３０分、
１７時３０分～１８時３０分（予約制・匿名・無料）※

３歳児健康診査
（保健センター）水２

島会館２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

両親学級コースⅠ－①
（保健センター）木３
ＢＣＧ予防接種
（保健センター）
３歳児健康診査
（関宿保健センター）
金４

土５
【昼間】◯外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／◯内 ＝石井医院（緯７１２２－２４３４）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日６ 【夜間】◯外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／◯内 ＝急病センター（緯７１２５－１１８８）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）
１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）月７

関宿保健センター栄養相談会
（関宿保健センター）

５歳児健康診査
（保健センター）火８
３か月児健康診査
（保健センター）水９

谷吉会館木１０
精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）保健センター金１１

土１２
【昼間】◯外 ＝野田中央病院（緯７１２２－６１６１）／◯内 ＝鈴木医院（緯７１２４－５６８３）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日１３ 【夜間】◯外 ＝野田中央病院（緯７１２２－６１６１）／◯内 ＝急病センター（緯７１２５－１１８８）／◯産 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）

２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）

両親学級コースⅡ
（保健センター）月１４
１歳６か月児健康診査
（保健センター）火１５

ＨＩＶ抗体（エイズ）検査９時～１０時
（予約制・匿名・無料）※

１歳６か月児健康診査
（保健センター）水１６

離乳食講習会
（保健センター）

両親学級コースⅠ－②
（保健センター）
３か月児健康診査
（関宿保健センター）
木１７

金１８
土１９
【昼間】◯外 ＝東葛クリニック野田（緯７１２４－３１０１）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日２０ 【夜間】◯外 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）／◯内 ＝急病センター（緯７１２５－１１８８）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）
【昼間】◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝花井クリニック（緯７１２３－３９００）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）月２１ 【夜間】◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝急病センター（緯７１２５－１１８８）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）

精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）

栄養相談会
（保健センター）

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

すくすく（低出生体重児）健康診査
（保健センター） 火２２

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査
（保健センター）水２３

七光台会館両親学級コースⅠ－③
（保健センター）木２４
金２５
土２６
【昼間】◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝たんぽぽこどもクリニック（緯７１２６－８１１８）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）日２７ 【夜間】◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝急病センター（緯７１２５－１１８８）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）
月２８
火２９
水３０
木３１

◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
３
月
５
日
土
・　

日
土
・　

日
土　

時　

分
～　

１９

２６

１８

３０

２０

時　

分
／
木
間
ケ
瀬
公
民
館
＝　

日
日　

時
～　

時　

分
／
榎
本
政
幸
☎
７
１
２
５
－
３
０
５
０

３０

１３

１３

１５

３０

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…　

日
・　

時
間
対
応
／

３６５

２４

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎　
（　

）９
９
２
２（
無
料
）

０７２
７２６

◎
こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
…
毎
日
夜
間
対
応
／　

時
～　

時
／

１９

２２

☎
♯
８
０
０
０（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は
☎　
（　

）９
９
３
９
）

０４３
２４２



１．胃がん検診
精密検査結果の内訳精密検査

受診者
要精密
検査者受診者

その他進行
胃がん

早期
胃がん異常なし

２６１人１人３人２１人２８６人２９７人８,２０１人

鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫
鮫鮫鮫鮫鮫鮫

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

　

目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー　

【
譲
り
ま
す
】

品　

物　

名

木
間
ケ
瀬
中
学
校
制
服

な
ど

関
宿
高
等
学
校
制
服
な
ど

敷
き
布
団

臼
・ 
杵 
セ
ッ
ト

き
ね

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

希
望
金
額

無
料

無
料

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

備　
　
　
　

考

女
子
用
、２
人
分
、Ｍ
サ
イ
ズ
、

夏
・
冬
用
、
学
校
用
バ
ッ
グ
、

ジ
ャ
ー
ジ
希
望

女
子
用
、２
人
分
、Ｍ
サ
イ
ズ
、

夏
・
冬
用
、学
校
用
バ
ッ
グ
、ジ

ャ
ー
ジ
希
望

シ
ン
グ
ル
、
未
使
用
希
望

連　
　

絡　
　

先

鈴
木
☎　
・
２
５
６
８
・
５
７
８
２

090

高
木
☎　
・
１
６
９
１
・
３
６
０
１

090

千
葉
☎　
・
３
０
０
９
・
７
６
８
７

090

品　

物　

名

ス
テ
レ
オ
セ
ッ
ト

ト
ラ
ッ
ク
の
ホ
ロ
布

セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

介
護
用
椅
子

掃
除
機

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

ラ
ビ
ッ
ト
ケ
ー
ジ

ピ
ア
ニ
カ

購
入
年

昭
和　

年
６０

ご
ろ

不
明

不
明

平
成　

年
２６

ご
ろ

平
成
４
年

ご
ろ

平
成　

年
２１

平
成　

年
２０

ご
ろ

平
成　

年
２１

ご
ろ

希
望
金
額

無
料

１
枚
千
円

無
料

無
料

無
料

１
万
円

無
料

無
料

備　
　
　

考

O
N
K
Y
O
製
、タ
ー
ン
テ
ー

ブ
ル
P
L
―　

X
、
デ
ィ
ス
ク

７７

D
X
―

７
S
D
、
ス
テ
レ
オ
チ

ュ
ー
ナ
ー
P
T
―　

D
、
ア
ン

７５

プ
P
A
―

７
S
D
、
イ
コ
ラ
イ

ザ
ー
P
E
―　

X
、
ダ
ブ
ル
カ

７７

セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
P
C
―

W
7
S

D
、ス
ピ
ー
カ
ー
P
S
―　

X
７７

（　

Ｗ
）、リ
モ
コ
ン
、
Ｌ
Ｐ
盤

７０約　

枚
あ
り
、多
少
修
理
必
要

１０
サ
イ
ズ
多
数
あ
り

マ
ッ
ト
レ
ス
な
し

お
風
呂
用
、
未
使
用

日
立
製

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ　

、　

ビ
ッ
ト
、

１０
６４

メ
モ
リ
ー
４
G
B

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
製
、
猫

用
で
半
年
く
ら
い
使
用

ヤ
マ
ハ
製
、
水
色
、
小
学
校

低
学
年
で
使
用
、吹
き
口
な
し

連　

絡　

先

横
山
☎
７
１
２
３
・
８
６
３
６

取
り
に
来
ら
れ
る
方

坂
本
☎　
・
８
８
５
９
・
８
８
１
９

090

取
り
に
来
ら
れ
る
方

戸
辺
☎
７
１
２
２
・
９
８
８
０

（　

時
～　

時
・
留
守
番
電
話
あ
り
）

１９

２１

取
り
に
来
ら
れ
る
方

鈴
木
☎　
・
１
２
６
９
・
４
５
２
４

090

染
谷
☎　
・
６
３
４
９
・
２
９
２
４

090

（　

時
以
降
）

１９
斉
藤
☎
７
１
２
３
・
７
３
７
４

（
留
守
番
電
話
あ
り
）

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
申
込
方
法

　

提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記
入

し
て
、
〒　
 

８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月　

日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

祝
日
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収
な　
　

ど

 

◆
ご
み
収
集
＝
３
月　

日
鉦
は
通
常
通

21

り
収
集
予
定
で
す

◆
資
源
回
収
＝
３
月　

日
鉦
が
回
収
日

21

の
団
体
は
通
常
通
り
回
収
予
定
で
す

○
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時
資

源
回
収
日
時
＝
２
月　

日
醤
、
３
月　

28

27

日
醤
９
時
～
正
午
と　

時
～　

時

13

16

※
回
収
場
所
…
再
資
源
化
事
業
協
同
組

合（
西
三
ケ
尾　
 

２
）、旧
関
宿
ク
リ
ー

410

ン
セ
ン
タ
ー（
古
布
内
１
９
４
０ 

１
）

【
問
合
せ
】  
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８ 

１
０
０
１
／
資
源
回

収
、
使
用
済
み
小
型
家
電
回
収
と
臨
時

資
源
回
収
日
時
は
清
掃
計
画
課

―

―

―

―

相
談
・
そ
の
他

◆
補
聴
器
の
出
張
判
定　

３
月
７
日
鉦

　

時
～　

時
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。　

歳

13

17

18

以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
て
、聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
。

専
門
職
員
と
判
定
医
に
よ
る
補
聴
器
の

作
製
相
談
。
先
着
５
人
。
申
込
み
は
事

前
に
障
が
い
者
支
援
課
へ

◆
興
風
・
南
・
北
・
せ
き
や
ど
図
書
館

の
臨
時
休
館　

２
月　

日
鉦
～　

日

15

20

土
。
蔵
書
点
検
や
シ
ス
テ
ム
点
検
の
た

め
。
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予

約
も
不
可
。
問
興
風
図
書
館
☎
７
１
２

３ 

７
６
１
１

◆
国
勢
調
査
結
果
速
報　

２
月　

日
26

鞘
８
時　

分
か
ら
総
務
省
統
計
局
ホ
ー

30

ム
ペ
ー
ジ
で
人
口
、世
帯
数
を
公
表
。問

国
勢
調
査
実
施
本
部（
行
政
管
理
課
内
）

会
議
な　
　

ど

 

の
傍
聴

◆
野
田
市
公
民
館
運
営
審
議
会　

２
月

　

日
鍾　

時
か
ら
関
宿
中
央
公
民
館
で
。

23

15

先
着
５
人
。　

時　

分
か
ら
受
付
。問
中

14

30

央
公
民
館
☎
７
１
２
４ 

１
５
５
８

◆
野
田
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会　

２

月　

日
鐘　

時　

分
か
ら
市
役
所
２
階

24

10

30

中
会
議
室
で
。
先
着
５
人
。　

時
か
ら

10

受
付
。問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

―

―

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

市で２６年度に実施したがん検診の結果をお知らせします。

２．大腸がん検診
精密検査結果の内訳精密検査

受診者
要精密
検査者受診者

その他進行大腸
がん

早期大腸
がん異常なし

８８５人１８人３７人３９２人１,３３２人２,１９６人１７,６０８人

４．子宮がん検診
精密検査結果の内訳精密検査

受診者
要精密
検査者受診者

その他子宮がん異常なし
１０９人４人７２人１８５人１９３人１１,４５０人

５．乳がん検診
精密検査結果の内訳精密検査

受診者
要精密
検査者受診者

その他乳がんの
疑い乳がん異常なし

２６９人８人２０人２０６人５０３人５２０人１２,５４３人

各種がん検診結果平　成
２６年度

３．結核・肺がん検診
精密検査結果の内訳精密検査

受診者
要精密
検査者受診者

その他肺結核肺がん異常なし
９２人０人９人２６人１２７人１３０人１３,９６９人
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